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 はじめに 
 
1-1 計画策定の⽬的 
枝幸町では、⽣活環境の向上に寄与する公共交通網を構築するため、⾏政や町⺠、交通事業者等の

関係者による枝幸町地域公共交通活性化協議会を⽴ち上げ、持続可能な公共交通体系のあり⽅につ
いて、検討を進めています。 

当町を取り巻く社会情勢は、⼈⼝減少・少⼦⾼齢化や厳しい地⽅経済、環境問題や防災に対する意
識の⾼まり、地⽅分権の進展など⼤きく変化しています。 

これに伴い、地域公共交通の果たす役割の重要性がますます⾼まってきており、当町においては
農村部等の公共交通空⽩地域1の解消をはじめ、町⺠の将来的な「⾜」の確保に向けた取り組みを展
開・推進することが喫緊の課題となっています。 

しかしながら、⺠間事業者により運営されている路線バスは、利⽤者の減少等で⾚字体質となっ
ており、国・道・町が運⾏経費を助成することで路線を維持している状況です。 

こうしたことから、当町は、公共交通を取り巻く厳しい現状を認識し、住⺠ニーズに即した有効な
公共交通ネットワークの再編を図り、持続可能な交通⼿段の確保と住みよいまちづくりを⽬指すた
め、⾏政・町⺠・交通事業者等の関係者が主体的に推進する公共交通のマスタープランとして枝幸町
地域公共交通網形成計画を策定するものです。 

 

1-2 計画の区域 
枝幸町全域 
 

1-3 計画の期間 
・平成 31 年度（2019 年度）〜平成 35 年度（2023 年度）の 5 年間 

  

                                                  
1 公共交通空白地域：既存のバス停から一定の距離（300ｍ）以上離れた地域 
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1-4 計画の位置づけ 
本計画は、町の最上位計画である「第２次枝幸町まちづくり計画」、都市計画の総合的な⽅針であ

る「都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針」の上位計画、及び「枝幸町まち・ひと・しごと創⽣

総合戦略」、「枝幸町都市計画マスタープラン」、「枝幸町バリアフリー基本構想」の関連計画と整合・

連携を図りつつ、当町の公共交通マスタープランとして策定することとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 上位・関連計画の整理  

■第２次枝幸町まちづくり計画 

【上位計画】 

平成 28 年度（2016 年度） 
〜平成 37 年度（2025 年度)  

枝幸町地域公共交通網形成計画 

■枝幸町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 平成 27 年度（2015 年度） 
〜平成 31 年度（2019 年度) 

反映・整合 

【関連計画】 

■枝幸町都市計画マスタープラン 

■枝幸町バリアフリー基本構想 

■都市計画区域の整備、開発及び保全
の⽅針 

平成 22 年度（2010 年度） 
〜平成 32 年度（2020 年度) 

平成 14 年度（2002 年度） 
〜平成 34 年度（2022 年度) 

平成 23 年度（2011 年度） 
〜平成 37 年度（2025 年度) 

整合・連携 
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 上位計画・関連計画の整理 
本計画の上位・関連計画に位置づけられる各計画の概要を以下に整理します。 

 

2-1 上位計画 
 

（１）第 2 次枝幸町まちづくり計画 

計画名 第 2 次枝幸町まちづくり計画 

【平成 28 年度（2016 年度）〜平成 37 年度（2025 年度）】 

基本⽬標 1. 地域資源を活かした産業振興のまちづくり 

2. ともに⽀えあい、健やかに暮らせるまちづくり 

3. 安⼼して快適に暮らせるまちづくり 

4. ⽣きる⼒と地域⽂化を育むまちづくり 

5. 豊かな⾃然と共⽣するまちづくり 

6. みんなと創り育てる住⺠参画のまちづくり 

現況と 

課題 

◯ 道路・交通網・上下⽔道の整備 

 ・道路・交通網 

札幌・旭川⽅⾯に⾄る都市間バス「えさし号」については、運⾏時間の

短縮が求められております。また、町内や近隣町へのアクセスについては、

交通⼿段を有しない⾼齢者や通学・通院・買い物などの⽇常⽣活を⽀援す

るため、宗⾕バスへの補助により運⾏を確保しており、これらを含め住⺠

の安全・安⼼な交通体系の確⽴を図っていく必要があります。 

施策の 

展開⽅針 

◯ 公共交通網の維持・充実 

 ・バス路線の維持・確保 

道央圏とを結ぶ唯⼀の公共交通機関である都市間バス「えさし号」と、

通学・通院で利⽤する町内や近隣町とを結ぶ⽣活バス路線の維持・確保に

努めます。また、交通弱者の移動⼿段確保のため、乗り合いタクシーやコ

ミュニティバス、デマンド型交通など、住⺠ニーズに合った新たな地域交

通システムの導⼊についても検討します。 

住⺠の 

役割 

・環境にやさしい公共交通の利⽤に努めます。 
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（２）都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針 

計画名 都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針 
【平成 22 年度（2010 年度）〜平成 32 年度（2020 年度）】 

都市づくり 
の基本理念 

基本理念︓『こころ』が結ぶまちづくり、『優しさ』で包むまちづくり、『活気』あ 
     ふれるまちづくり 
まちの将来像︓枝幸地区と歌登地区の特性と豊かな⾃然を活かし、融合した活⼒ 
       ある産業を創造し、互いに⽀え合う潤いある⽣活を築き、すべて 
       の⼈々がこころから幸せを実感できる理想郷 
都市計画の基本理念︓⼈と⾃然がともに寄り添い暮らすまち枝幸で受け継がれる 
          これからの都市づくり 

本区域の都市づくりにおいては、このことを踏まえるとともに、今後は⼈⼝の
減少や少⼦⾼齢化が進⾏することから、市街地の拡⼤を抑制し、都市の既存スト
ックの有効活⽤を促進することにより、様々な都市機能がコンパクトに集積した
都市構造を⽬指す。 

交通体系の 
整備⽅針 

枝幸町は、道北連携地域宗⾕地域の最南部に位置する地⽅中⼩都市であり、今
後も都市内道路網の重要性は変わらないものと考えられる。このため広域的な交
通に配慮した交通体系の形成を進めるとともに、都市内交通にも対応した交通体
系の形成を図る。 

交通施設の整備は、効率性、快適性のほか、安全性や環境との調和を考慮し、各
交通⼿段が適切に役割分担した交通体系となるよう総合的、⼀体的に進める。 

また、社会情勢の変化とともに、都市交通のニーズが⾼度化、多様化しているこ
とから、交通量に基づく施設整備の考え⽅と、情報技術を活⽤し、既存の交通施設
を有効利⽤する考え⽅を連動させた総合的な視点で、交通施設整備を検討する。 
・公共交通の利⽤促進のために、沿線の⼟地利⽤と連動した公共交通軸の形成や、

交通結節点の整備などを進める。 
・枝幸町は、道央圏をはじめ、他の圏域との、⽣活や⽂化、産業の⾏き交う広域交

流を進めることとしており、⾼速交通体系の形成に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



5 
 

2-2 関連計画 
 

（１）枝幸町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 

計画名 枝幸町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 

【平成 27 年度（2015 年度）〜平成 31 年度（2019 年度）】 

基本⽬標 1. 枝幸町への⼈の流れをつくり、若い世代の定住を促進する 

2. 結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる 

3. 豊かな地域資源を活⽤し安定した雇⽤をつくる 

⾏政⽬標 ・将来のまちづくりに向けた効率的な⾏政運営 

具体的な 

施策 

○ 地域内交通体系の再構築 

 ・地域特性を考慮した交通⼿段を確保し、地域の規模に⾒合った持続可能

な公共交通体系を構築するため、地域に必要な公共交通体系を検討し、

住⺠⽣活の利便性の向上を図ります。 
 

 

（２）枝幸町都市計画マスタープラン 

計画名 枝幸町都市計画マスタープラン 

【平成 14 年度（2002 年度）〜平成 34 年度（2022 年度）】 

計画理念 ⼈と⾃然がともに寄り添い暮らすまち 

 枝幸で受け継がれるこれからの都市づくり 

将来 

都市像 

1. オホーツクの豊かな⾃然に包まれた環境都市 

2. ⼈と⼈、⼼と⼼がふれあう交流都市 

3. だれもが安⼼して暮らせる快適都市 

4. 枝幸の良さを実感し町⺠が誇りに思う都市 

部⾨別 

の⽅針 

２．交通体系の⽅針 

 5）公共交通 

 ・⾼齢社会を迎えるにあたって、公共交通機関に頼らざるを得ない⼈たち

が⼀層増えることを想定して、現在の特急バス、路線バス、町内循環バ

スの継続的な運⾏を要請していきます。 

４．公共施設の⽅針 

 8）その他の施設 

 ・バスターミナルは、町⺠の⾜として重要な役割を担う、バス運⾏の拠点

として、施設の維持管理を進めていきます。 
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（３）枝幸町バリアフリー基本構想 

計画名 枝幸町バリアフリー基本構想 

【平成 23 年度（2011 年度）〜平成 37 年度（2025 年度）】 

基本理念 ⼈に優しく、⼼の結びを⾼める、安全で快適なまちづくり 

基本⽅針 ①住⺠の利⽤の視点に⽴ち移動等の円滑化について検討します 

②⼼のバリアフリーにも取組みます 

③全町においてバリアフリー化への取組みを推進します 

④住⺠・事業者・⾏政が協働で取組みます 

⑤協議会を設置し事業を推進します 

整備⽅針 ○重点整備地区における移動等円滑化の基本⽅針 

 ・街歩きが楽しくなるよう、移動等の円滑化に関する取組みを進めます。 

 ・⽣活関連施設及び⽣活関連経路の各事業者の連携を図りながら、バリア

フリー化の取組みを進めます。 

 ・部分的、段階的に整備する場合でも、移動等の円滑化に配慮し各事業者

の連携を図ることで事業の効果を⾼めます。 

 ・町内の他の地区のバリアフリー化のモデルになるように整備を進めます。 

特定事業 ◎建築物特定事業【⽣活関連施設】 

 ○枝幸バスターミナル 

  ・⽞関、カウンター、待合、トイレ等のバリアフリー化 

  ・バス乗降場のバリアフリー化 

  ・誘導標識等のバリアフリー対応 
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 枝幸町の地域公共交通を取り巻く現状と課題 
 
3-1 地域特性 

（１）位置及び道路網など 
当町は、宗⾕管内の最南部に位置し、札幌市から約 300 ㎞、旭川市から約 180 ㎞の距離にあります。

南北約 53 ㎞、東⻄約 42 ㎞、総⾯積約 1,115.93 ㎢で、北は浜頓別町、⻄は中頓別町、⾳威⼦府村、南
は美深町、雄武町、東側は約 58 ㎞にわたってオホーツク海に⾯しています。 

町⾯積の⼤半を⼭林が占めていますが、オホーツク海沿岸や河川流域に広がる平野や盆地は酪農地帯
を形成しています。市街地は、オホーツク海沿岸の枝幸市街地、内陸の歌登市街地のほか、オホーツク海
岸沿いや内陸の⼀部に集落があります。 

近隣市町村とを繋ぐ道路網として、稚内市・網⾛市とを繋ぐ国道 238 号があるほか、道道 12 号枝幸
⾳威⼦府線、道道 120 号美深中頓別線等の道道が整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2 位置及び道路網  

札幌 

旭川 

稚内 

網⾛ 
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（２）気温と降⽔量  
8 ⽉の平均気温は 19.1℃、2 ⽉の平均気温は枝幸地区－6.0℃、歌登地区－8.9℃と冷涼・寒冷な気候

であり、特に歌登地区は冬季に道内の朝の最低気温を記録することもあるほど寒冷となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓気象庁データ（平年値） 
図 3 気温と降⽔量 

（３）産業   
当町の主な産業は、⽑がにをはじめ、ほたて・さけなどの漁業や酪農を中⼼とした農業等の第⼀次産業

となっています。 

就業者数をみると、総数は年々減少しており、近年は特に、第⼆次・第三次産業における減少が顕著と

なっています。就業者割合の推移では、さほど⼤きな変化はみられませんが、近年は、第⼀次産業が微増、

第⼆次産業が微減、第三次産業が横ばいの状況であり、平成 27 年度（2015 年度）では、第⼀次・第⼆

次産業がともに約 25％、第三次産業が約 50％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓国勢調査 
図 4 産業構成  
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（４）⼈⼝及び⾼齢化の推移   
当町の⼈⼝は、昭和 35 年（1960 年）の 18,541 ⼈をピークに減少を続けており、平成 27 年（2015

年）の国勢調査では、ピーク時から 1 万⼈以上減少の 8,437 ⼈となっています。 

また、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所によれば、平成 52 年（2040 年）には 4,951 ⼈とピーク時に対

し、約 7 割以上の減少となることが推計されています。 

年少⼈⼝が⼤幅に減少する⼀⽅で、全⼈⼝に占める⽼年⼈⼝の割合（⽼年⼈⼝⽐率）は、⼀貫して増加

傾向を⽰しており、平成 27 年で約 3 割（32.2％）と全⼈⼝のうち 3 ⼈に 1 ⼈は⾼齢者となっています。

さらにこの傾向は今後も続くことが予想され、平成 52 年には⽼年⼈⼝が全⼈⼝の 4 割以上となること

が推計されています。 

 

 
資料︓平成 27 年（2015 年）までは国勢調査    

平成 32 年（2020 年）以降は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 

図 5 総⼈⼝及び年齢３区分⼈⼝の推移と将来推計 

 

なお、枝幸町⼈⼝ビジョンでは、将来の⽬指すべき⽅向性として、「枝幸町への⼈の流れをつくり、若

い世代の定住を促進する」、「安⼼した結婚、出産、⼦育ての実現」、「豊かな地域資源を活⽤し安定した雇

⽤をつくる」の 3 つの視点を定め、各種取り組みを実施することにより、平成 52 年（2040 年）の⼈⼝

を約 6,700 ⼈とすることを将来展望として掲げています。 
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（５）地域別⼈⼝の変動予測 
将来予測として、平成 27 年（2015 年）と平成 47 年（2035 年）の分布を⽐較すると、特に辺⽑内・

志美宇丹地区・⼤奮地区、⾳標・上⾳標地区の⼈⼝減少が顕著となることがうかがわれます。また、その

他の地区においても、減少または横ばいの状況が予測されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料︓国勢調査、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 

図 6 地域別⼈⼝分布  

平成 47 年 
（2035 年） 

平成 27 年 
（2015 年） 
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（6）地域別⽼年⼈⼝の変動予測 
65 歳以上の⽼年⼈⼝の割合を、平成 27 年（2015 年）と平成 47 年（2035 年）の将来予測値で⽐較

すると、⼀部の地区を除きほぼ全ての地区で⾼齢化が進⾏する傾向にあります。パンケナイ・東歌登・⻄

歌登地区をはじめ、平成 47 年には歌登本幌別地区、辺⽑内・志美宇丹・⼤奮地区においても、⾼齢化率

が 50％以上となり町内でも⾼い⽔準となることが予測されます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓国勢調査、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 

図 7 地域別⼈⼝分布  

平成 47 年 
（2035 年） 

平成 27 年 
（2015 年） 
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（７）転⼊者数及び転出者数の推移 

当町の転⼊者数と転出者数は、昭和 50 年（1975 年）以降、ともに縮⼩傾向にあり、減少幅は縮⼩
しているものの、転出者が転⼊者を上回る社会減が経年的に続いています。 

資料︓枝幸町⼈⼝ビジョン 

図 8 転⼊・転出数の推移 
（８）都市機能の分布状況 

町内の商業施設、医療施設は、枝幸市街地に集積しています。また、歌登市街地にも⼀部これらの施
設が⽴地しています。公共施設、学校施設は、枝幸市街地と歌登市街地に集積しており、その他の集落
等にも点在しています。⼈⼝減少・⾼齢社会が進⾏する中施設の統廃合が課題となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 9 主な都市機能の分布状況  

地区名 主な施設

枝幸市街地

●DZマート枝幸店
●⻄條 枝幸店
●卸売スーパーこしん枝幸店
●セイコーマート枝幸栄町
●セイコーマート枝幸さいわい
●セイコーマート枝幸
●枝幸町国保病院
●枝幸町役場

歌登市街地
●Aコープ歌登店
●セイコーマート歌登店
●歌登診療所
●歌登総合⽀所

歌登診療所 

歌登総合⽀所 枝幸町役場 

枝幸国保病院 
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（９）⾃動⾞保有台数の状況 
当町は⼈⼝減少が続く中、⾃動⾞保有台数（乗⽤⾞・軽⾃動⾞・その他貨物等）は経年的に増加傾

向となっており、平成 25 年度（2013 年度）には 8,000 台を上回っている状況です。 
また、1 ⼈当たりの乗⽤⾃動⾞保有台数【乗⽤⾞・軽⾃動⾞（乗⽤）】は、北海道全域と⽐較して

⾼く、また隣接する浜頓別町や雄武町と⽐較しても平成 27 年度以降は上回っているなど、⽇常的な
⾃動⾞依存の傾向が他地域よりも⾼いといえます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓北海道⾃動⾞統計（各年度末時点） 

図 10 ⾃動⾞保有台数の推移 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓北海道⾃動⾞統計（各年度末時点）を基に算出 

図 11 １⼈あたりの乗⽤⾃動⾞保有台数の推移  
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（１０）⾼齢者が第１次当事者2となる交通事故の発⽣状況 
町内で発⽣した交通事故件数は、減少傾向にあります。平成 28 年（2016 年）までは、ほぼ横

ばいとなっており、直近 2 か年は⼤幅な減少が⾒られます。しかし、平成 30 年（2018 年）には、
⾼齢者が第 1 次当事者となった交通事故割合は、直近 5 か年で 2 番⽬に⾼い約 3 割となっていま
す。⾼齢社会の進⾏に伴っては、公共交通への転換など、⾼齢者の危険運転を抑制する取り組みの
推進が必要です。 

 
 

資料︓枝幸警察署 

図 12 ⾼齢者が第 1 次当事者となる交通事故の発⽣件数 
 
 

 
  

                                                  
2 第 1 次当事者：ドライバーが要因となり引き起こされた交通事故件数 
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3-2 公共交通の概況 
（１）町内を運⾏する公共交通 

町内を運⾏するバス交通は、宗⾕バス（株）により、国道及び主要道道を中⼼に、平⽇は 5 路
線 6 系統 40 便/⽇、休⽇は 4 路線 5 系統 34 便/⽇が運⾏されています。 

利⽤者数は、平⽇で 231 ⼈/⽇、休⽇で 89 ⼈/⽇となっています。 
 

表 1 町内を運⾏するバス路線の概要 

運⾏主体 路線名 
運⾏ 

 (便/⽇) 
所要 
時間 

(分/便) 

運⾏ 
距離 

(km/便) 

乗⾞数 
(⼈/⽇) 

特記 
事項 

平⽇ 休⽇ 平⽇ 休⽇ 
宗⾕バス㈱ ➊浜頓別線 

 
11 11 48 33.7 56 25 郊外線 

❷雄武線 
 

10 9 72 55.3 79 24 郊外線 

❸三笠線 
 

４ ⼀ 23 8.7 4 ⼀ 町内 

❹歌登線 
 

9 8 26 17.8 47 12 町内 

宗⾕バス㈱ 
道北バス㈱ 

❺-1 えさし号 
（旭川⾏） 4 4 215 172 29 13 ⾼速 

❺-2 えさし号 
（札幌⾏） 2 2 330 301 16 15 ⾼速 

合  計 40 34 - - 231 89 - 
乗⾞数は平成 30 年（2018 年）10 ⽉に実施したバス乗降調査結果より引⽤ 

 

資料︓バス乗降調査結果【平成 30 年（2018 年）10 ⽉】 

図 13 町内を運⾏するバス路線の利⽤割合  
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➊浜頓別線

❷雄武線

❸三笠線

❹歌登線

❺-1 えさし号（旭川⾏）

❺-2 えさし号（札幌⾏）

28.1%

27.0%
13.5%

14.6%

16.9%

休⽇ 10/28(⽇） 89⼈
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図 14 町内を運⾏する公共交通網  
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（２）公共交通勢⼒圏の状況 
当町の公共交通網は国道や主要道道等のバス運⾏が中⼼であり、その勢⼒圏⼈⼝は 6,229 ⼈

と全⼈⼝の約 74％をカバーしています。しかしながら、⼈⼝は町域の広範囲に分布しているた
め、公共交通空⽩地域が広く存在しています。 

特に、辺⽑内・志美宇丹・⼤奮地区をはじめ、上徳志別・豊沃地区、歌登本幌別地区等ではカ
バー率 0％という状況であり、またパンケナイ・東歌登・⻄歌登地区でも 12％と低い値となっ
ています。 

資料︓平成 27 年（2015 年）国勢調査、国⼟数値情報  

図 15 町内の公共交通空⽩地域の状況 
 

表 2 公共交通勢⼒圏⼈⼝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

公共交通勢⼒圏 
バス停︓300ｍを設定 

資料︓国⼟交通省都市局都市計画課 
「都市構造の評価に関するﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」 

地区名 ⼈⼝ （⼈） 公共交通勢⼒圏⼈⼝ （⼈） カバー率
⽬梨泊・問牧 273 197 72.2%
枝幸市街地 5,188 4,581 88.3%
パンケナイ・東歌登・⻄歌登 83 10 12.0%
下幌別・岡島・徳志別 194 89 45.9%
歌登市街地 1,391 875 62.9%
中央・⽑登別 72 25 34.7%
⼭⾅・⼄忠部 441 213 48.3%
⾵烈布 215 106 49.3%
⾳標・上⾳標 401 133 33.2%
辺⽑内・志美宇丹・⼤奮 106 0 0.0%
上徳志別・豊沃 23 0 0.0%
歌登本幌別 50 0 0.0%
歌登⼤曲 0 0 0.0%

合計 8,437 6,229 73.8%
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（３）バスの利⽤者数 
町内バスの利⽤者数は、平成 24 年（2012 年）から平成 29 年（2017 年）にかけて約 2 割

の減少がみられ、平成 29 年においては、約 8 万⼈となっています。路線別では、浜頓別線と雄
武線の減少傾向が他の路線に⽐べやや強くなっています。 

⾼速バスは、例年、50,000 ⼈以上の利⽤があり、近年は特に札幌線の増加がみられ、平成 29
年においては、札幌線が約 45,000 ⼈、旭川線が約 9,000 ⼈となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 町内を運⾏するバス路線の利⽤者数の推移 
【上段︓町内・郊外線、下段︓⾼速バス】 
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スクールバスの利⽤者数は、バス輸送、ハイヤー輸送とも、⼩学校において減少傾向が著しく、
また、中学校ではバス輸送において年々増加していましたが、平成 29 年（2017 年）では減少
しています。利⽤者数の減少しているスクールバスを活⽤した⽣活交通⽀援を検討することも
取り組みの⼀つとして検討する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 17 町内を運⾏するスクールバスの利⽤者数の推移 
【上段︓⼩学校、下段︓中学校】 
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歌登地区で運⾏している福祉バスの利⽤者は年々減少しており、平成 25 年度（2013 年度）
の 3,880 ⼈から平成 29 年度（2017 年度）では 1,529 ⼈と 5 年間で 6 割の減少となっていま
す。 

患者等輸送⾞の利⽤者数の推移は年度によって増減はあるものの、近年は減少傾向を⽰して
おり、平成 29 年度は志美宇丹⽅⾯、本幌別⽅⾯を合わせて 2,089 ⼈となっています。 

福祉有償運送の利⽤者数は年間 40 ⼈強で推移しており、法⼈別の利⽤者数も概ね横ばいの状
況となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18 町内を運⾏する福祉的バスの利⽤者数の推移 
【上段︓福祉バス、中段︓患者等輸送⾞、下段︓福祉有償運送】 
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（４）バス路線維持に係る町の補助額 
町内バス路線網の維持に向け、当町が補助している費⽤は、平成２０年度（2008 年度）から

平成 24 年度（2012 年度）までは 4,500 万円前後で概ね横ばいに推移していました。 
しかし、利⽤者数の減少や⾼齢社会に対応するため、⾼齢者無料パスを平成 25 年度（2013

年度）から導⼊することにより、補助額が 5,000 万円を上回っております。さらに、平成 27 年
度（2015 年度）からは都市間バス（えさし号）にも補助⾦を投⼊しており、近年では 6,000 万
円を超える補助額となっています。 

さらに福祉バス等の運⾏経費も含めると、平成 29 年度（2017 年度）には、約 7,300 万円の
⽀出額となっており、補助額は経年的に増加を続けています。また、路線バスのうち郊外線（浜
頓別線・雄武線）について、国と北海道から約 3,300 万円の補助⾦が出ており、総額として約
1.06 億円が公共交通に係る⽀出額となっています。 

国及び北海道の補助⾦は、利⽤者が⼀定の⽔準に達した場合に、補助対象路線となることが決
められており、現状の利⽤者数を加味すると今後は国の補助対象路線から外れることから、当町
の公共交通に係る補助額が増加することとなります。 

そのため、利⽤者の確保によるバス路線の維持と併せて、利⽤実態に即した路線の再編や新た
な交通体系の導⼊、既存バス路線の減便や路線の廃⽌などによる効率的・効果的で持続可能な公
共交通サービスの在り⽅を検討する必要があります。 

 
 
 
 

 
 

図 19 町内を運⾏するバス路線維持に係る町補助額の推移  
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（2017）

公共交通に係る支出額

路線バス 都市間バス 通学補助等 高齢者無料パス等 路線バスに係る国・道補助分（参考）

（千円）

61,888 千円に加えて、 
・福祉バス︓641 千円 
・患者等輸送⾞︓10,524 千円 

（H29 年度実績） 
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（５）バス事業者の運転⼿数の推移 
宗⾕管内を運⾏するバス事業者の運転⼿数は、100 ⼈程度で推移しています。⼀⽅で、年齢

割合に着⽬すると、「20 代」から「40 代」までの年齢層が年々減少傾向、「60 代」以上が増加
傾向となっており、運転⼿の⾼齢化が進⾏している状況がうかがえます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓宗⾕バス 

図 20 宗⾕管内を運⾏するバス事業者の年齢別運転⼿数の推移 
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3-3 各種調査結果の概要 
（１）住⺠アンケート調査 

１）調査の⽬的 
枝幸町内における利便性が⾼く効率的な公共交通網の構築に向け、町⺠の交通⾏動や公共交

通に対するニーズを把握することを⽬的に、アンケート調査を実施しました。 
 

２）調査対象 
当町に居住する１８歳以上の⽅  
 

３）調査実施⽇ 
平成 30 年（2018 年）10 ⽉ 11 ⽇（⾦）〜平成 30 年（2018 年）10 ⽉ 25 ⽇（⽊） 
 

４）調査⽅法 
対象世帯に対し郵送配付（１世帯あたり 2 票配布）・郵送回収 

配付数 ︓ 2,000 世帯 4,000 票 
回収数 ︓ 753 世帯 1,133 票 
回収率 ︓ 37.8％（世帯ベース） 
 

５）調査項⽬ 
①個⼈属性  

年齢、性別、職業、居住地、何歳まで⾃動⾞を運転するか、将来の交通⼿段、普段の外出
頻度、徒歩 5 分圏内のバス停の有無、バスを⾝近な交通⼿段と感じているか 

②⽬的別の交通⼿段 
1）通勤・通学について 

⾃宅から出発する時間帯、通勤・通学先から出発する時間帯、通勤・通学場所、交通⼿段 
2）買い物について 

買い物に⾏く回数、買い物に⾏く曜⽇、主に利⽤する買い物先に到着する時間帯、買い物
先での滞在時間、よく利⽤する買い物の場所、交通⼿段 

3）通院について 
病院に⾏く回数、病院に⾏く曜⽇、主に利⽤する病院に到着する時間帯、病院での滞在時

間、よく利⽤する病院の場所、交通⼿段 
③今後の公共交通のあり⽅について 

新たな公共交通の利⽤意向、新たな公共交通導⼊による外出頻度の変化、新たな公共交通
を利⽤していきたい場所、現在のバス利⽤において最も困っていること、困っていることが
改善された場合のバス利⽤頻度の変化 

④現在のバスサービスに対する満⾜度 
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６）調査結果概要 
 ◇回答者の概要 

・全体では「65 歳以上」が過半数を占め、地区別では「歌登郊外部」の⾼齢者の割合が⾼くな
っています。 

・性別は「⼥性」が「男性」よりもやや多く、職業は「無職」をはじめ、「会社員」、「主婦・主
夫」等が多くなっています。 

 
◇交通⼿段としての⾃動⾞依存 
・何歳頃まで⾃動⾞を運転するかについては、「ある年齢まで⾃動⾞を運転する」が約 4 割、「や

めるつもりはない」が約 1 割となっています。 
・「ある年齢まで⾃動⾞を運転する」の回答者のうち、75 歳以上になっても運転を続けたいと回

答した⼈が 7 割以上であり、特に「歌登郊外部」では、約 9 割を占めています。 
・上記から、現状においては、町⺠の概ね 4 割が、75 歳以上の⾼齢になっても⾃動⾞に依存す

る傾向にあります。 
 
◇将来の交通⼿段、外出頻度、徒歩圏バス停の有無、交通⼿段としてのバスの⾝近さ 
・将来、⾃動⾞の運転が困難になった場合の交通⼿段は「バス」が最も多く、次いで「タクシー」

となっています。 
・外出頻度は、全体では「ほぼ毎⽇」が最も多くなっていますが、年齢別にみると⾼齢になるほ

ど減少していく傾向にあります。 
・居住地別徒歩圏内のバス停の有無では、全体では「有る」と回答した⼈が約 8 割を占めます

が、歌登郊外部では「無い」が約 7 割を占め、公共交通空⽩地域となっています。 
 
◇⽬的別の交通頻度 
・通勤・通学場所は、「枝幸市街地」が最も多く、約 7 割を占めています。交通⼿段は「⾃動⾞

（⾃分で運転）」が最も多く約 7 割を占め、次いで「徒歩」が多く約 2 割となっています。 
・買い物に⾏く回数は、「週に 1〜2 回」が最も多く、買い物に⾏く曜⽇については、「特に決ま

っていない」が最も多くなっています。 
・買い物先に到着する時間帯は、「10 時〜11 時」が最も多く、買い物先での滞在時間は、「30

分以内」、「30 分〜1 時間」が多くなっています。 
・買い物の場所については、「枝幸市街地」が最も多く約 9 割を占めています。買い物時の交通

⼿段は、「⾃動⾞（⾃分で運転）」が最も多く約 7 割を占め、次いで「徒歩」が多く約 2 割を
占めています。 

・病院に⾏く回数は、「めったに⾏かない」が最も多く 6 割、次いで「⽉に数回」が約 4 割を占
め、病院に⾏く曜⽇について、特に決まっていないが約 5 割を占めています。 

・病院到着時間は、「8 時〜10 時台」が多く約 6 割を占めており、病院での滞在時間は、「30 分
〜1 時間」、「1 時間〜2 時間」の回答が多く、合わせて約 4 割を占めています 。 
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・よく利⽤する病院の場所は、「枝幸市街地」が最も多く 7 割弱、次いで「その他（名寄市、⾳
威⼦府村、旭川市）」が 3 割弱を占めています。 

・通院時の交通⼿段は、「⾃動⾞（⾃分で運転）」が最も多く約 4 割を占め、次いで「⾃動⾞（送
迎してもらう⼜は同乗）」、「徒歩」が多くなっています。  

 
◇今後の公共交通のあり⽅について 
・予約運⾏型バス・コミュニティバスなど⾃宅付近まで迎えに来る新たな公共交通について、全

体では「予約型運⾏バス」約 2 割、「コミュニティバス」約 3 割、あわせての約 5 割の⼈が利
⽤したいと回答しています。 

・地区別にみると「枝幸北部」、「歌登郊外部」で「コミュニティバス」の割合が多くなっていま
す。 

・予約運⾏型バス・コミュニティバス的な交通⼿段がある時の外出頻度について、「増える」は
全体では 14％程度となっており、枝幸北部をはじめ市街地以外の地区では「増える」の割合
が 2 割前後と⾼くなっています。 

・また、既存のバス路線についても利便性が⾼まれば利⽤したいという回答が 2 割弱を占めて
おり、利⽤者ニーズに即したバスサービスの検討も必要と考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 21 新たな公共交通の利⽤意向 
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図 22 新たな公共交通導⼊時の外出頻度の変化 
 
・予約運⾏型バスやコミュニティバスのような交通⼿段を利⽤して最も⾏きたい場所は、「枝幸

市街地」が最も多く約７割を占め、次いで「その他（名寄市）」で、約 2 割を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 23 新たな公共交通を活⽤して⾏きたい場所 
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・現状のバスサービスにおいて困っていること（困っていない回答を除く）は、全体・地区別と
もに「利⽤したい時間にバスがない」の回答が最も多く、地区別では枝幸北部が最も多く、次
いで歌登市街地となっています。 

・困っていることが改善された場合のバス利⽤について、「増える」の回答が全体で 3 割、枝幸
北部においては約 4 割となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 24 現在のバスサービスで困っていること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 25 困っていることが改善された場合のバスの利⽤意向 
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◇現在のバスサービスに対する満⾜度 
・現在のバスサービスについて、全体では、「⾃宅からバス停までの距離」、「バスの運⾏時間の

正確さ」の満⾜度が⾼いですが、「バスの運⾏本数」、「バスの運⾏間隔」、「バスの運賃」は不
満が強い結果となっています。 

・地区別においても概ね全体同様の結果ですが、歌登郊外地区は、「⾃宅からバス停までの距離」
に不満が強く、枝幸北部では、「バスとバスの乗り継ぎ」に対する不満が他地区に⽐べ強くな
っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 26 現在のバスサービスに対する満⾜度 
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（２）バス利⽤実態調査 
１）調査の⽬的 

枝幸町における公共交通利⽤者の⾏動パターンや利⽤⽬的等を把握するために、バス利⽤者
数、乗⾞・降⾞、個⼈属性、居住地、⽬的地等に関して、バス利⽤者に対して聞き取り調査を⾏
い、既存利⽤者の利便性確保や効率的な運⾏の検討に資する基礎データの収集が⽬的です。 

 
２）調査対象 

・町内を運⾏するバス路線の全便 
浜頓別線、雄武線、三笠線、歌登線、えさし号（旭川⾏き及び札幌⾏き） 

・すべてのバス路線の利⽤者 
 

３）調査実施⽇ 
平⽇・休⽇に設定し下記の⽇程にて実施しました。 
・平成 30 年（2018 年）10 ⽉ 24 ⽇（⽔） 天候︓曇り時々⾬ 
・平成 30 年（2018 年）10 ⽉ 28 ⽇（⽇） 天候︓曇り時々⾬、のち晴れ 

 
４）調査⽅法 

調査は、実際に調査員１名がバスに乗⾞し、利⽤者に対してヒアリングを⾏いました。 
 

５）バス利⽤実態調査項⽬ 
①利⽤者の属性（性別、年齢、居住地） 
②利⽤状況  （乗⾞・降⾞のバス停、バス乗⾞前・降⾞後の交通⼿段、⽬的地、利⽤⽬的、

利⽤頻度、運賃の⽀払い⽅法） 
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６）調査結果概要 

■利⽤者全体 
・平⽇のバス利⽤者は 231 ⼈で、ピーク時間は朝 7 時台、⼣⽅は 16 時台となっています。 
・休⽇は 89 ⼈と平⽇に⽐べ少なく、朝・昼・⼣各時間帯での利⽤がみられます。 
・平⽇は、浜頓別線、雄武線、歌登線等による地域・町内移動が約 8 割、旭川や札幌⽅⾯への⾼

速えさし号の利⽤は約 2 割、休⽇は、近隣地域・町内移動が約 7 割、⾼速えさし号の利⽤が
約 3 割という状況となっています。 

・利⽤者の年齢層は 10 代が最も多く、70 代〜80 代の⾼齢者も多い状況です。 
・利⽤頻度は「ほぼ毎⽇」が約半数を占めますが、「年に数回」の回答も多くみられます。 
・⽬的は、「通学」・「通院」・「その他私⽤」が多くなっています。 
・運賃の⽀払い⽅法は、「定期券」が 4 割以上、「現⾦」が約 3 割、「敬⽼パス」が約 2 割、「回

数券」が約 1 割となっています。 
 
■路線ごとの利⽤状況 
・浜頓別線は、主に平⽇における通勤・通学に利⽤されている路線であり、利⽤時間帯は朝 7 時

台にピークがあり、枝幸ターミナル、浜頓別⾼校での利⽤が多くなっています。休⽇は昼をは
じめ各時間帯での利⽤がみられますが、平⽇に⽐べ利⽤者は少ない状況です。 

 
・雄武線は、主として枝幸中学校等への通学に利⽤されている路線であり、雄武（⾳標）から枝

幸ターミナルに向かう朝の便の利⽤者が多く、年齢層も 10 代が多くなっています。 
 
・三笠線は平⽇のみ運⾏している路線で、主に通院⽬的の⾼齢者が利⽤していますが、利⽤者数

は極めて少なく 1 便当たり 1〜2 名程度であり、⼣⽅のバス利⽤者はいない状況でした。 
 
・歌登線は、歌登市街地と枝幸市街地を結ぶ路線で、主に通学・通院・買い物等が⽬的の 10 代

及び 70〜80 代の利⽤が多く、各時間帯で利⽤がみられています。休⽇においても、利⽤者
数は平⽇より減少しますが各時間帯での利⽤がみられます。 

 
・⾼速えさし号（旭川⾏き）は、主に旭川や名寄への通勤・通院に利⽤されています。幅広い年

齢層に利⽤されており、利⽤頻度は年に数回程度が多くなっています。 
 
・⾼速えさし号（札幌⾏き）は、平⽇は通院利⽤、休⽇は私⽤が多くなっています。幅広い年齢

層に利⽤されており、利⽤頻度は年に数回程度が多くなっています。 
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3-4 公共交通の課題整理 
（１）利⽤者ニーズに即したバスサービス⽔準の検討 

・現在のバスサービスにおいて困っていることは、「利⽤したい時間にバスがない」が多く挙が
っており、このことが改善された場合にはバス路線の利⽤頻度が増加すると予想されます。 

・バスサービスに関する満⾜度調査により、満⾜度と重要度（総合満⾜度に対する影響度合い）
の関係を分析した結果、全回答者では「バスの運⾏間隔」、「バスとバスの乗り継ぎ」、「バスの
運賃」、「バスの終発時間」が『重点改善分野』であることが⽰されました。 

・また、⾼齢者に絞って分析した結果も概ね全回答者同様の結果となっていますが、「バスの運
⾏本数」の重要度が上がり、『重点改善分野』として⽰されています。 

・よって、既存路線に関しては、運⾏間隔、乗継利便性、終発時間等のダイヤの⾒直しや運賃体
系の⾒直しについて検討を⾏うことが必要と⾔えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料︓住⺠アンケート調査 
図 27 満⾜度と重要度によるバスサービスの現状評価  

【全回答者】 

1. 自宅からバス

停までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの運行

間隔

4.バスの始発時間

5.バスの終発時間

6.バスの乗車時間

7.バス停の環境（ベンチ、屋根当）

8.バスの行先

9.バスの運行

時間の正確さ

（定時制）

10.バスの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバスの乗り継ぎ

12.バスのルートや

時間の分かりや…

13.バスの運賃

20

30

40

50

60

70

80

20 30 40 50 60 70 80

重
要

度

満足度

重点改善分野

改善分野 維持分野

重点維持分野

1. 自宅からバス

停までの距離

2.バスの運行

本数

3.バスの運行

間隔

4.バスの始発

時間

5.バスの終発時間

6.バスの乗車時間

7.バス停の環

境（ベンチ、屋

根当）

8.バスの行先

9.バスの運行時間

の正確さ（定時制）

10.バスの乗り降りの

しやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスのルートや時

間の分かりやすさ

13.バスの運賃

20

30

40

50

60

70

80

20 30 40 50 60 70 80

重
要

度

満足度

重点改善分野

改善分野 維持分野

重点維持分野【⾼齢者】 



32 
 

18.0%

19.3%

16.4%

18.2%

12.6%

18.2%

28.3%

27.1%

27.7%

50.0%

33.0%

50.0%

15.8%

13.5%

22.3%

9.1%

17.5%

9.1%

11.2%

13.7%

7.7%

9.1%

7.8%

9.1%

26.7%

26.5%

25.9%

13.6%

29.1%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

枝幸市街地(n=586)

歌登市街地(n=220)

枝幸北部(n=22)

枝幸南部(n=103)

歌登郊外部(n=28)

予約運行型バス・コミュニティバスを利用したいか

予約運行型バスを利用したい

コミュニティバスを利用したい

既存のバス路線の利便性が高まれば利用したい

利用しない

分からない

（２）町⺠の移動ニーズに即した新たな公共交通体系の検討 
・現在、町⺠の多くは⾃動⾞に依存していますが、将来的には⾃動⾞から路線バスなどの公共交

通を利⽤する意向があります。 
・また、⾃宅付近まで迎えに来る新たな公共交通が運⾏された場合、その利⽤意向は約 5 割で

あり、回答者の 2 割前後は外出頻度も増加すると回答しています。 
・特に公共交通空⽩地域である歌登郊外地区をはじめ、枝幸北部などの地区ではコミュニティ

バスの利⽤意向が⾼くなっています。 
・広⼤な農村部を有する当町は、路線バスだけで町⺠の移動を確保することは困難であり、さら

に農村部は散居形態となっていることから、区域運⾏型3による新たな公共交通を組み合わせ
ることにより、効率的に居住地をカバーすることが必要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓住⺠アンケート調査 
図 28 居住地別利⽤したい新たな公共交通（再掲） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓住⺠アンケート調査 
図 29 居住地別新たな公共交通が運⾏した場合の外出頻度の変化（再掲） 

                                                  
3 区域運行型：通常の定路線型のバスに対して、決まった区域で予約に応じて運行する形態 
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（3）町⺠の⽣活移動、まちづくりを⽀援する公共交通網としての⾒直し 
・町⺠の⽣活移動先は、枝幸市街地が最も多く、通勤・通学や通院では約 7 割、買い物では約 9

割を占めています。そのほかでは近隣の都市や歌登市街地等が⽐較的多くなっています。 
・現在の交通⼿段は、⾃動⾞が最も多い状況ですが、将来的には路線バス等の公共交通の利⽤意

向もあります。 
・予約運⾏型バスやコミュニティバスのような交通⼿段が導⼊された場合、これらを利⽤して

最も⾏きたい場所としても、現在とほぼ同様の⾏先となっています。 
・公共交通は、町⺠の安全・円滑な⽣活移動に対する⽀援はもとより、市街地活性、産業振興、

広域連携等、今後のまちづくりの観点からも極めて重要であり、都市機能が集積する枝幸市街
地へのアクセスの利便性・快適性向上をはじめ、枝幸市街地と歌登市街地、さらには町外の都
市・市町村とを結ぶ連絡機能の維持・向上を図ることが必要になっています。 

・したがって、町内及び町外移動の⾻格となる路線バス・⾼速バスのサービス向上の検討推進と
ともに、区域運⾏型等の新たな公共体系による公共交通空⽩地域の解消や市街地等における
路線バスの補完、路線バスとのシームレス化4など、既存路線バスと新たな公共交通が相互に
連携し、それぞれの機能を⼗分に発揮できる公共交通網を形成する必要があります。 

・さらに、スクールバスや福祉バスとも連携し、町⺠ニーズに即した総合的かつ効率的なバス交
通網を構築することが望まれます。 

・また、枝幸バスターミナルなどの交通拠点においては、施設のバリアフリー化、待合・便益施
設の充実等を図り、誰もが利⽤しやすい環境整備を⾏う必要があり、環境整備が進められてい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓住⺠アンケート調査 
図 30 新たな公共交通を利⽤して⾏きたい場所（再掲） 

  

                                                  
4 シームレス化：時間や物理的な乗継の利便性を解消し、バス路線のつながりを円滑にする取り組
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（４）公共交通に関する利⽤促進策の必要性 
・徒歩圏内のバス停の有無について、約 8 割の回答者が徒歩圏内に「バス停がある」と回答し

ていますが、路線バスを⾝近な公共交通として感じている回答者は約 4 割に留まっており、
路線バスが⼗分に利⽤されていないことが想定されます。 

・そこで、路線バスに関する関⼼・興味を持っていただくとともに、積極的な路線バスの利⽤を
促すため、路線バスや今後導⼊検討を⾏う新たな公共交通に関する情報提供などの利⽤促進
策の展開が必要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓住⺠アンケート調査 
図 31 居住地別徒歩圏内のバス停の有無 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓住⺠アンケート調査 
図 32 居住地別バスは⾝近な公共交通かどうか 
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（５）持続可能な公共交通サービスの在り⽅を検討 
・当町はバス路線網維持に財政補助を投じており、平成 18 年度（2006 年度）から年々増加し、

近年では⾼齢者無料パスや都市間バス（えさし号）に対する補助も新たに追加し、平成２９年
度（2017 年度）で約 7,300 万円となっております。 

・国や北海道からは約 3,300 万円の補助を受けている状況です。そのため、総額として約 1.06
億円が公共交通に係る⾏政の⽀出額となっています。 

・現状のまま利⽤者が減少した場合、国及び北海道の補助対象路線から外れることから、当町の
公共交通に係る補助額が増加することとなります。 

・今後においては、利⽤者の確保によるバス路線の維持と併せて、利⽤実態を加味した路線の再
構築や新たな交通体系の導⼊、既存バス路線の減便や路線の廃⽌など、地域公共交通によって
⽣活の⾜を確保するためには、効率的・効果的な公共交通サービスの在り⽅について、財政負
担も踏まえた検討が必要です。 

・財政負担の効率化を図ることによって、持続可能な公共交通体系の構築に展開していく必要
があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 33 町内を運⾏するバス路線維持に係る町補助額の推移（再掲） 
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 枝幸町地域公共交通網形成計画の基本⽅針と基本的⽅向性 
 
4-1 基本⽅針と基本的⽅向性の設定 
当町では、⼈⼝減少・⾼齢社会、⾞依存型社会の進⾏等によってバス利⽤者が減少しており、それ

に伴って国庫補助路線が補助対象外となり、地元沿線⾃治体による財政負担が⼤幅に増加します。
また、交通事業者においては、ドライバーの⾼齢化や⾞両の⽼朽化など、事業の運営⾃体が厳しい状
況になってきており、現状維持のままでは、⽣活の⾜の確保が難しい状況となっています。 

さらに、居住地や地域拠点が町道沿線に分散している地域構造となっており、既存の公共交通で
は移動できない「公共交通空⽩地域」が存在しています。加えて、平成 18 年（2006 年）に枝幸町
と歌登町が合併しており、合併から 10 年以上が経過する中、コンパクトな市街地の形成に合わせ
て、両地域の移動を⽀援する公共交通網の強化による国の進めるコンパクト＋ネットワークの実現
が必要です。加えて、通院では名寄市とのつながりも強く、広域的な⽣活交通の維持・確保が必要と
なっています。 

以上の課題を踏まえ、公共交通空⽩地域に対する新たな交通体系の導⼊、地域内外の⽣活交通の
⽀援、既存路線を含めたバス利⽤者の確保やバス事業の効率的・効果的な実施を踏まえた基本⽅針
を設定します。 

また、それに関連する基本的⽅向性について設定し、質の⾼い持続可能な町⺠の⽣活の⾜を実現
するための施策について、検討・導⼊することが重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【課題①】 

利用者ニーズに即したバスサービ

ス水準の検討 

【課題②】 

町民の移動ニーズに即した新たな

交通体系の導入検討 

【課題③】 

町民の生活移動、まちづくりを支

援する公共交通網としての見直し 

【課題④】 

公共交通に関する利用促進策の検

討・実施が必要 

■基本的方向性２ 

既存路線の空白時間帯や公共交通空白地域を補完す

る新たな公共交通体系の構築 

■基本的方向性１ 

町民の移動目的・時間等の交通特性に合わせた地域

外とを結ぶ効率的で効果的な公共交通網の実現 

■基本的方向性３ 

まちづくりと連携し、公共交通を利用しやすい環境

の創出による持続可能な生活交通の実現 

【基本方針】 

地域の交通資源を最大限活用し、効率的・効果的に住民の生活の足を支援するまちづくり

と一体となった持続可能な公共交通網の実現 

【課題⑤】 

持続可能な公共交通サービスの在

り方を検討 
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4-2 基本的⽅向性に係る具体的な施策のイメージ 
３つの基本的⽅向性に基づく具体的な施策のメニューのイメージを以下に⽰します。 

【基本的⽅向性１】 
 町⺠の移動⽬的・時間等の地域特性に合わせた地域外とを結ぶ 

                     効率的で効果的な公共交通網の実現 

 
《基本的⽅向性の考え⽅》 
・枝幸町内には鉄道がなく、公共交通を活⽤した広域移動はえさし号（札幌・旭川・名寄⾏き）が

唯⼀であり、重要な路線です。バスを使って⾏きたい場所として、名寄市が枝幸市街地に次いで
多く、広域移動を⽀える公共交通⽀援体制の構築について検討が必要です。 

・⼀⽅、えさし号は平成 27 年度（2015 年度）から財政負担を投じて維持しており、持続可能な
公共交通として維持していくためには、利⽤者の確保が必要な状況となっています。 

・郊外線（浜頓別線、雄武線）は近隣⾃治体との広域的な⽣活交通を⽀える重要な役割を担ってお
りますが、利⽤者が減少し、⾏政による補助額が経年的に増加しています。 

・郊外線の利⽤者の少ない時間帯は統廃合するなど、関係機関との協議のもとで、これまで以上に
効率的で効果的なサービスを検討し、持続可能な公共交通として維持する必要があります。 

・町内での移動は基本的⽅向性２と併せて、移動実態に即した交通体系を検討していきます。 
 

【施策メニュー】 
①広域移動を⽀える都市間バスの運⾏回数の⾒直し等による効率的な移動⽀援 
 ⇒都市間バスの運⾏回数の⾒直し等による効率化と持続可能な移動⽀援⽅策の検討 
 ⇒⾼規格道路の整備状況を加味した運⾏ルートの⾒直し（⻑期的な視点） 
②既存バス路線の運⾏ダイヤの⾒直しによる乗継待ち時間の短縮など、交通結節点機能の強化 
 ⇒特に町内で完結している三笠線・歌登線の運⾏ダイヤを⾒直し、えさし号との接続を改善 
 ⇒駐輪場・駐⾞場の位置づけの明確化によるパーク＆バスライド5などの乗継利便性の確保 
③郊外線の移動⽬的・時間等に合わせた運⾏便数、経路やダイヤ等の⾒直しによる、効率的で効

果的なバス路線の再編に係る継続的な検討 
⇒住⺠ニーズに即して、選択と集中による効率的で効果的なバス路線の再編 
⇒⼟休⽇における運⾏頻度の⾒直し・改善 

④⾼齢社会に対応したバス路線による通院⽀援と学⽣の健康増進 
 ⇒すべてのバス路線を病院に接続させ、学⽣は徒歩による移動を促進（中学校・⾼校まで⽴ 
  寄らない）することにより、利⽤者の属性に応じた円滑な公共交通体系の実現 

 

  

                                                  
5 パーク＆バスライド：自動車や自転車で拠点までアクセスし、駐車・駐輪してバスに乗り継げる

ようにする仕組み 
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【基本的⽅向性２】 
 既存路線の空⽩時間帯6や公共交通空⽩地域を補完する新たな公共交通体系の構築 

 
《基本的⽅向性の考え⽅》 
・既存路線の郊外線では、枝幸町内での買い物・通院時の帰宅交通としては移動実態との乖離が⽣

じており、帰宅交通を⽀援する公共交通体系を検討します。 
・雄武線よりも内陸部においては公共交通空⽩地域が散在しており、移動を⽀援する新たな公共

交通を検討します。 
・歌登の郊外部においては、公共交通空⽩地域が散在しており、これらを⽀援する公共交通を検討

します。 
・既存路線を基本的に維持しながら公共交通の空⽩時間帯・公共交通空⽩地域を⽀える新たな公

共交通の導⼊を検討するとともに、移動ニーズに即した交通⽀援策を検討します。 
 

【施策メニュー】 
⑤浜頓別線、雄武線を補完する空⽩時間帯の新たな公共交通による⽀援 
 ⇒デマンドタクシー7等の運⾏による滞在時間を考慮した帰宅交通⼿段の確保 
⑥雄武線から内陸分に散在する公共交通空⽩地域におけるフィーダー交通8の検討 
 ⇒デマンドタクシー等による公共交通空⽩地域と雄武線のバス停までを結ぶ移動⼿段の確保 
⑦歌登線を活⽤した公共交通空⽩地域を⽀援する新たな公共交通の検討 
 ⇒歌登郊外部の公共交通空⽩地域に対して歌登線の発着前の時間を活⽤した区域運⾏の実施 

 

  

                                                  
6 空白時間帯：既存のバス路線が運行していない時間帯 
7 デマンドタクシー：自宅から目的地まで予約に応じて乗り合って運行する公共交通であり、乗合タク

シーとも呼ばれ、タクシーとバスの中間的な役割を担う移動手段 
8 フィーダー交通：郊外線・都市間高速バス等の地域間を結ぶ幹線バスに対し、幹線を補完する支線的

な役割を担う交通 
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【基本的⽅向性３】 
 まちづくりと連携し、公共交通を利⽤しやすい環境の創出による持続可能な⽣活交通の実現 

 
《基本的⽅向性の考え⽅》 
・通学と通院に利⽤状況が限定されている歌登線や他路線と重複している区間があること、時間

帯によって運⾏ルートが異なる三笠線など、効率的な運⾏及び利便性の⾼いバス路線への⾒直
しを検討する必要があります。 

・歌登線と三笠線の運賃体系が異なることから、特殊運賃9の設定など、運賃負担の平準化を検討
する必要があります。 

・枝幸町では 70 歳以上の⾼齢者に対して、無料で乗⾞できる「パスカード」を発⾏していますが、
持続可能な公共交通の実現に向けては、受益者負担による補助体系の再検討が必要です。 

・アンケート結果からバス利⽤環境の課題として、バス停環境・バスのルートや時間の分かりやす
さが挙げられています。 

・利⽤者が減少している中、バス路線の維持・確保を推進するためには、誰にも分かりやすく、使
いやすい公共交通を実現するとともに、増⼤する財政負担も勘案し、選択と集中による持続可
能な公共交通を実現する必要があります。 

 
【施策メニュー】 
⑧歌登線と三笠線の統合による効率的な運⾏の実現など、移動実態に即した町内の公共交通サ

ービスを検討 
 ⇒（例）歌登→枝幸 BT→国保病院→北栄町→ニュー幸林→栄町→国保病院→枝幸 BT→歌登 
⑨利便性に配慮したパターンダイヤ化10、運賃体系の⾒直し、乗継の効率化などによる質の⾼い

町内全体の公共交通サービスの実現 
 ⇒パスカードを含めた運賃体系の⾒直し・改善や乗継割引の適⽤など 
（利⽤制限や免許返納者への⼿厚い補助、パスカードとの相乗り補助制度など） 
⑩バスマップ・総合時刻表等の作成による誰もが分かりやすいバス利⽤環境づくり 
 ⇒バスマップと乗継時間を含めた時刻表、乗り⽅やマイ時刻表の作成・周知 
⑪イオスチャンネル等の活⽤による情報発信 
 ⇒枝幸町のケーブルテレビ等を通じた公共交通のＰＲ・情報発信 
⑫公共交通に係る出前講座の実施 
 ⇒意⾒交換会を兼ねたバスの乗り⽅や必要性、利⽤状況の情報発信 
⑬既存の施設等の空きスペースを活⽤した待合機能の創出 
 ⇒既存施設でのバス待ち空間の確保やベンチ等の設置 

 
 
  
                                                  
9 特殊運賃：運行距離に応じて変動する対距離運賃に対し、定めた区間やエリアを一定の運賃にす

る体系 
10 パターンダイヤ：一定の間隔で周期的に運行されるダイヤ 
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4-3 枝幸町が⽬指す地域公共交通の将来像 
4-2 基本的⽅向性に係る具体的な施策のイメージの考え⽅に基づき、枝幸町が⽬指す地域公共交

通の将来像を設定します。 
既存の都市間バスや郊外線（浜頓別線・雄武線）の効率化を図るとともに、歌登線・三笠線のバス

路線の再構築による町内移動を⽀える公共交通サービスを検討します。また、枝幸市街地の交通結
節点機能強化や交通空⽩地域・空⽩時間帯における新たな公共交通の導⼊について検討します。 

 
 
 
 

 
図 34 地域公共交通の将来像  

【地域公共交通の将来像】 

選択と集中によるバス路線の効率化と持続可能な公共交通体系の再構築 



41 
 

 計画の推進管理 
 

5-1 計画推進の体制と⽅針 
 本計画で設定した基本⽅針や施策を進めていく上で、枝幸町地域公共交通活性化協議会において、

施策の進歩状況、効果や妥当性の確認を⾏いつつ、PDCA マネジメントサイクルを確実に実施し、施

策に係る全ての関係者（交通事業者、地域住⺠、⾏政、各種団体等）が主体的に考えて取り組む必要

があります。 

 

【今後の整理内容】 

・施策メニューごとの取り組み事例、 

事業スケジュール、事業主体を整理 

・計画の数値目標を設定（利用者数、満足度など） 


